
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段段々々とと暖暖かかくくななっっててききままししたた。。天天気気がが良良いいととききにに出出かかけけたたいいののでですす

がが、、考考ええててししままいいまますす……早早くく何何もも気気ににせせずずにに出出かかけけらられれるるよよううにになな

れればばいいいいののににななぁぁ……  

 

今今回回はは尿尿路路結結石石ににつついいててののおお話話でですす。。  

尿路である腎臓、尿管、膀胱または尿道のいずれかに結石が形成される病

気です。結石の大きさは様々ですが、血尿や痛みを引き起こしたり、膀胱

炎や腎盂腎炎の原因になります。  

また、尿管や尿道に結石がつまることにより、排尿することが出来なくな

り、腎不全や膀胱破裂などの命にかかわる病気に繋がることもあります。 

原因は遺伝的体質、尿路感染、食餌、肥満、飲水量の減少など様々です。 

 

◎尿のｐＨが酸性に傾くことで結晶化が

進む 

◎食餌療法で溶かすことができない 

 

◎尿のｐＨがアルカリ性に傾くことで結

晶化が進む 

◎食餌療法で溶かすことができる 

できやすい犬種にシュナウザー、シーズー、ヨークシャーテリア、パグ、コーギー

などがある 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シュウ酸カルシウム結石など食餌療法での改善が見込めない場合や結石の数や大きさによ

っては外科手術での結石の摘出にすることがあります。 

手術後は食餌療法での管理になります。 

マグネシウムなど各ミネラル成分が調整された療法食を与え、尿の状態を整えて

結石を融解させる。また新しく結石ができないように予防します。 

治療中は療法食と新鮮な水だけ与えるようになります。 

食餌と生活習慣で予防しましょう 

 

 

 

 

療法食を与えていても、おやつを与えると食餌で調節したバランスが 

崩れてしまうことがあります。おやつを与える際には先生と相談をしましょう。 

 

 

 

 

膀胱に尿がたまっている時間が長いと尿路結石ができるリスクに繋がります。 

 

 

肥満による運動不足は尿路結石をつくりやすくなってしまう原因の一つです。 

実際の症例の話を１つ。 

結構前から頻尿しているという8歳くらいのメスのワンちゃんが来院されまし

た。レントゲンを撮るとびっくりするくらい大きな石が 3つ（右上図）…長い

経過でここまで大きくなったのでしょう。尿を調べると細菌感染を起こしてい

たので、膀胱内に結石が出来やすい環境となっていたと思われます。 

手術で摘出すると、1個当たり 3㎝くらいの里芋のような結石が 3つ（右下図）

取れました。結石鑑定によりストラバイト結石と同定されました。その後は細

菌感染も治まって、膀胱炎症状（血尿、頻尿）も徐々に改善していきました。 

この症例では手術適応となりましたが、小さいストラバイト結石であれば食事

による溶解療法ができます。ワンちゃんでもネコちゃんでも膀胱炎症状を見た

ら早めに受診しましょう。 


